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LOBO全産業合計の各DIの推移（2012年12月以降）
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商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測）  
－２０１４年12月調査結果 （概要版・付帯調査）－   2014年12月26日 

従業員ＤＩ 

採算ＤＩ 

資金繰りＤＩ 

売上ＤＩ 

仕入単価ＤＩ 

▶ １２月の全産業合計の業況ＤＩは、▲２９．７と、前月から▲３．７ポイントの悪

化。円安進行を受けて仕入先からの値上げ要請が相次ぐなど、コストの増大が収益を

圧迫する状況が続く。また、個人消費は、一部で外国人観光客の増加に伴う売上増が

みられるものの、家計負担が増す中、消費者の生活防衛意識が高まるなど、回復に力

強さを欠く。中小企業においては、足元の原油安が好材料となる一方、受注・売上の

伸び悩みや収益改善の遅れ、先行きの不透明感などから、秋以降、足踏みの状況が続

いている。 
 

▶ 先行きについては、先行き見通しＤＩが▲２９．６（今月比＋０．１ポイント）

と、ほぼ横ばいを見込む。中小企業においては、堅調な雇用環境の中、株価上昇や政

府の経済対策などを期待する声が聞かれる。他方、一部で原油安に伴う負担の緩和が

みられるものの、円安進行による一段のコスト増や家計負担の増大を背景とする消費

者のマインド低下などへの懸念が払拭できず、先行きの不透明感から、慎重な見方が

続いている。 

ポイント 

業況ＤＩは、回復に力強さ欠き足踏み続く。先行きもコスト増から慎重な見方 

（下落の回答割合－上昇の回答割合） 

業況ＤＩ 

 

 

２０１５年度の所定内賃金に対する考え方 

▶２０１５年度に「賃金を引き上げる予定」の企業（全産業）は３３．５％。「現時点では
未定」とする企業が４７．２％と最も多い 

 

▶「賃金を引き上げる予定」の企業を業種別にみると、製造業（４１．０％）が最も多く、
卸売業（３８．３％）、建設業（３６．０％）、サービス業（３３．６％）、小売業  
（２０．８％）と続く 

 

▶賃金引き上げの内容（全産業）は、「定期昇給」が８３．５％、「ベースアップ」が 
 ２２．７％、「手当の新設・増額」が１１．４％ 

◆２０１５年度の所定内賃金に対する考え（全産業） 

[中小企業の声] 
 

▶来年４月以降、販売価格の引き上げを計画しており、実現できれば賃上げが可能になる見
通し                          （秋田 水道管等製造業） 

 

▶業績回復が見込みより遅れる中、今年度実施したベースアップが負担になっている 
（東京 フェルト加工販売業） 

 

▶足元で受注が減少するなど、先行きに不安。定期昇給は今年度に引き続き行う予定だが、
ベースアップには踏み切れない               （今治 織物等製造業） 

 

▶今年度昇給及び賞与の引き上げを実施も、個人消費が低迷し、業績がふるわないため、賃
上げを継続できるかは不透明               （福岡 スポーツ施設） 

 

▶良い人材を確保するためには賃上げを含む待遇改善が必要であり、定期昇給及びベースア
ップを予定している            （佐世保 産業機械等向け金属加工業） 
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 ＜業種別の割合＞ 
 建設業 ：36.0% （46.9%）  
 製造業 ：41.0% （44.2%） 
 卸売業 ：38.3% （44.3%） 
 小売業 ：20.8% （30.7%） 
 ｻｰﾋﾞｽ業：33.6% （36.7%） 

 ＜賃金引き上げの内容＞ 

 定期昇給    ：83.5% （81.9%） 
 ベースアップ  ：22.7% （19.8%） 
 手当の新設･増額：11.4% （ 7.1%） 
 
 

【複数回答】 ※ベースアップを予定している企業が回答 ◆ベースアップを実施する理由（全産業） 

人材の定着や 
モチベーション 
向上を図るため 

数年来、ベース 
アップを見送って 
いたため 

物価が上昇して 
いるため 

業績が改善して 
いるため（改善 
見込みを含む） 

他社がベース 
アップを行うため ※賃金の引き上げを予定している企業が 

 対象、複数回答 

（39.9％） 

※（   ）内は、「２０１４年度の所定内賃金に対する考え方」（１４年１月実施）の調査結果 

（16.8％） 

（43.2％） 

http://www.jcci.or.jp/

